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地震研究所の O A化について

はじめに

地震研究所では，平成 4年度以来， O A 化実行委員会が
つくられ，所内の O A化を推進してきた. その基本方針
は， [ " 事務室，センター・部門スタップ室，研究室，観測所
における事務処理. の基本部分のファイル・ソフトの統一と
ネットワークによるデータの転送」である. これは，すで
に学内 L A N および地震研内 L A N がこの当時整備されて
いたことによっている. 共有するファイル・ソフトとして
はマッキントッシュ( マック) のもの，特にファイルメー
カ- P r o が，メールツールとしては Eudora が選ばれた.
これは，マックの，素人にも扱える操作性の良さと，ファ
イルメーカー Pro のソフトとしての機能の優れているこ
とによる. まず平成 4 年度，事務室にマックが導入された.

図1 . O A化の基本構想を示す
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平成 6年には，マックは改組に伴って新設されたスタッフ
室へも配布された. この年 L A N も増設され， 10 BaseT が
情報コンセントとして各室に整備された. これらの結果，
所内のマックはさらにネットワーク化され，すでにネット
ワーク化しているワークステーションと相まって，ほとん
どの所内の人々がメールを使うようになった. 所内メーリ
ングリスト: eri folks その他も整備され，今ではメールに
よってほとんどの情報の流通が行われるという事態に発展
している.

配布済みファイル

まず経理において，平成 5年度に，旅費請求書の作成の
自動化がファイルメーカー Pro を用いて行われた. これは
用務先と請求者名を選択・入力することにより，自動的に
運賃，距離， 日当，宿泊費および合計旅費などを計算し出
力するもので，これによって旅費の計算は格段に容易と
なった. これは，次年度，庶務の旅行申請・伺と接続され，
さらには，研究室と接続されて，研究室・スタッフ室での
旅行申請から経理まで，手書きの必要のない一貫したシス
テムとなった. この処理の流れを図 2 に示す. その他， こ
れまでに，校費管理，旅行依頼( 共同利用用) ，外国出張申
請，科研旅行依頼，官用車閲覧・予約，立努払，超勤費，
などのファイル・システムを配布した. これらのうち，官

研究室・ス空ッフ室 Ethertalk ー庶務 ご経理
旅行申請入力
Text7 7'イ jレ
書き出し

Textファイル 旅行申請書 Macファイ Jレ 旅費請求書
転送 旅行命令簿 読み込み の印刷

の印刷

| 予算・物品管理|
研究室. ; > : 空ッフ室 ー用度 与経理
三連待デ- 1 > 三連符 学内電算
の入力 '  書き出し

医歪圏(共同利用)司区E 豆冒: 上の旅行申請と方式は同じ

i科研費旅行依頼1: 各研究室・ス空ツフ室で使用
l官用車閲覧予約 l
研究室・ス空ッフ室

Ethertalk 

管理のファイ JレをEthertalkで開質・
予約を 7 7'イ jレに書き込む

ー管理
受け付けをメー Jレで発送・
ファイルに書き込み

匡函予算管理と同じ 巨頭: 旅行申請と問じ
図 2. O A化システムの処理の流れ



102 技術研究報告( 東京大学地震研究所) No. 1， 1996年.

用車予約，立替払い，超勤費は，スタッフが自発的に作成
したもので，本所の O A 化システムが浸透したことを示し
ている. 処理の流れの例として，校費管理，官用車閲覧・
予約を図 2 に示す. 現在，会議室閲覧・予約ファイルを作
成中である. 配布したファイルは震研のワークステーショ
ンk a m o の anonymous ftp sit巴/ftpa/erijOA/m acの下
に置いてある.
これらのシステムの大半はうまく機能しており， 事務の

省)J化に著しい効果を挙げている. しかし，データ転送に
伴うメールの処理の手闘が増えることは問題である. 各担
当者( 特に庶務) の仕事の現状に注意を払いながら O A 化
を進める予定でいる. また官用車閲覧ファイルや今後作成
する会議室閲覧ファイルは，システムダウンなどに影響さ

れないように他のユーザーが使わないサーバーに置くこと
を考える.

今後の予定

まだ完成配布されていないファイルとして，科研収支
簿，科研旅費請求書，科研謝金管理ファイルの作成を行う.
ファイルとともに使用説明書を配布しているが，これを改
善し，利用者のす宇場に立ったマニュアルの作成を行う. こ
れまでに作成したファイルの不備を改め，ファイルの更
新・配布を行う. マックの使用法とソフト・ファイルの使
用法の普及を目的とした講習会を平成 6年度より毎年一回
行っているが，今後も行う.

パソコンを活用した図書室業務の紹介

橋本公子 ( 東京大学総合図書館，元地震研究所図書室)

はじめに

平成 6年，所からパソコン CM acintosh) 1台が配布され
てから，図書掛ではいくつかの業務を機械化し，また現在
も二つの業務の機械化を計画中である. いずれの業務も
Macintosh のアプリケーションソフトを使った簡単な機
械化だが，それなりに省力化が図れている. パソコンを使
うことによって業務の省力化が図れることは勿論だが，そ
れと同時に，これまではアイディアで止まっていた業務
が，考えていたよりも簡単に達成できそうな可能性がでて
きたことは，パソコン導入の大きな功績であると思われ
る. 図書掛では現在事務用として Macintosh 2台，閲覧室
に利用者用として Macintosh 1台を使用している.
この報告ではこれまでに機械化した業務について簡単に

記述し，さらに 2つのデータベースの作成について述べ
る. 後者は，パソコンを使うことによってよりプラスの図
書館サービスが可能になる例と言えるもので， これらに関
しては今後予算面などで所全体の理解を頂きたいため少し
詳しく記述する.

これまでに機械化した業務

1. データベースソフト ファイルメーカー Pro を
使って
製本リスト・ブックカードの作成
図書掛では毎年約 700冊の製本を業者に発注している.

発注の際製本リストを作成するが，これは支払いと登録の
際の明細書としても流用している. リストの機械化につい
てはこれまで幾度もワープロを使って試みたが，内容 (タ

イトルや巻号， 11 : ¥ 版年) を挿入したりソートさせると，表
フォーマットが乱れてうまく L、かず結局毎年手書きしてい
た. 今回ファイルメーカー Pro を使うことにより東京大学
図書受入標( 様式 2) のフォーマットでリストを作成する
ことができた. またレイアウトを変えるだけでブックカー
ドの打ち出しもできるようになり，非常に省力化された.
新着図書リスト
図書委員会から，図書選定をする際の参考として所蔵図

書の蔵書構成を示す資料を求められた. 図書掛としては分
類番号別蔵書機成は出せるがこれではあまりに大雑把で，
選定の参考とはなり難い. そこで，これまでワープロで作
成していた新着図書リストをフ ァイルメーカ- Pro で作
成することにし，個々のタイトルにキーワードを付けるよ
うにした. 各レコードにはキーワード‘がつけられていて，
何年分か蓄積されれば所蔵資料の蔵書構成がつかめること
になっている.
地図受入れ目録
新たに受け入れる 日本の地図に関しては地名，シリー

ズ¥ 出版者など複数の項目から検索できるようにした. 既
受入れ分についても入力する予定である.
極端に不定期に発行される逐次刊行物の受入簿作成
発行が番号順になされず，何年にもわたって番号の入り

繰りのある刊行物 CU.S.G.S. の Bulletin，Circular， Profes戸

sional Paper/E E R C  R eport/電力中央研究所報告，など)
の受入・ 管理は，従来の紙の受付簿では非常に面倒であっ
た. ファイルメーカ- Pro を使って，受入順に入力した
データを適宜ソートすることにより番号順等自在に変える
ことができるので，作業および管理がしやすくな った.


